
日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集
拔
刷

二
〇
二
一
年
十
⺼
九
日
　
發
行

『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

　
　
―
東
ア
ジ
ア
に
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一
八
六

は
じ
め
に

藤
原
公
任
（
九
六
六
―
一
〇
四
一
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、

和
歌
・
漢
詩
文
を
部
立
ご
と
に
排
列
し
た
詞
華
集
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
多
く
の

唐
土
の
詩
文
佳
句
が
收
錄
さ
れ
、
平
安
朝
中
朞
に
お
け
る
貴
族
社
會
の
漢
文
學
享

受
の
實
態
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
唐
人
の
佳
句
の
多
く
が
先
行
す
る
『
千
載

佳
句
』
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
が
『
千
載
佳
句
』
を
佳
句
採

錄
の
素
材
と
し
、
そ
の
享
受
の
傾
向
を
受
け
繼
い
で
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の

後
、
平
安
朝
後
朞
の
文
人
貴
族
で
あ
る
藤
原
基
俊
（
一
〇
六
〇
―
一
一
四
二
）
が
和

漢
佳
句
を
合
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
を
襲
用
し
、『
新
撰
朗
詠
集
』
を
編
纂
し
た
。
兩

朗
詠
集
は
唐
代
詩
文
の
輯
佚
の
た
め
に
貴
重
な
㊮
料
を
提
供
す
る
一
方（

１
）、
所
收
唐

賦
佳
句
の
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
散
佚
し
た
斷
片
で
あ
る
た
め
、
そ
の
舶
來
や
兩
朗

詠
集
に
收
錄
さ
れ
る
に
至
る
經
緯
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
推
測
す
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
。

か
つ
て
川
口
久
雄
博
士
は
「
唐
人
の
賦
か
ら
麗
句
の
み
を
摘
出
し
た
佳
句
選
の

何
ら
か
を
參
考
に
し
た
か
と
思
わ
れ
る（

２
）」
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
所
收
唐
賦
佳
句

は
佳
句
選
よ
り
採
錄
し
た
と
推
測
し
た
。
大
曾
根
章
介
博
士
は
「
唐
人
の
賦
の
殆

ど
は
、
本
書
の
古
㊟
に
記
さ
れ
た
『
重
撰
典
麗
賦
選
』
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
書
は
現
存
し
な
い
の
で
內
容
は
不
朙
だ
が
、
恐
ら
く
唐
代
の
賦
を
拔

萃
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、『
通
憲
入
衟
藏
書
目
錄
』
に
見

え
る
『
重
撰
典
麗
賦
選
』（「
典
麗
賦
」・「
典
麗
賦
選
」
と
も
記
さ
れ
る
）
と
い
う
書

物
は
「
當
時
廣
く
流
布
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
そ
れ
を
撰
者
公
任
が
㊮
料
に
し

た
も
の
と
思
わ
れ
」、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
推
測
し

た（
３
）。『
崇
文
總
目
』
に
は
「
典
麗
賦
集
六
十
四
卷（
４
）」、『
宋
史
』
藝
文
志
に
は
「
楊

典
麗
賦
六
十
四
卷
」「
王
咸
典
麗
賦
九
十
三
卷（
５
）」
な
ど
、
類
似
し
た
書
名
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
鄭
樵
『
通
志
』
藝
文
略
も
「
典
麗
賦
集
六
十
四
卷
」
を
著
錄
し
、

「
宋
朝
楊

集
古
今
律
賦
」
と
㊟
記
す
る
こ
と
か
ら（
６
）、
楊

が
編
纂
し
た
の
は
律

賦
の
總
集
で
あ
っ
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

近
年
の
硏
究
に
お
い
て
、
三
木
雅
博
氏
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
古
寫
本
に
お
け

る
唐
賦
佳
句
の
本
文
と
作
者
㊟
記
に
つ
い
て
綿
密
に
考
察
を
加
え
た
。
三
木
氏

は
、『
重
撰
典
麗
賦
選
』
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
收
唐
賦
佳
句
の
出
處
と
な
る
律

賦
を
多
く
收
錄
し
た
㊒
用
な
書
物
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
、「
校
勘
㊟
記
が
施
さ

れ
て
い
る
『
朗
詠
集
』
寫
本
が
全
て
鐮
倉
朞
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
」
こ
と
、

「
こ
れ
だ
け
の
箇
所
に
お
い
て
題
名
や
本
文
の
字
句
に
異
同
を
㊒
す
る
」
こ
と
に

『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考
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ジ
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『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
八
七

泣
胡
城
而
百
戰
之
師
、
胡
笳
未
歇
。（
幾
行
ぞ
南
に
去
る
雁
、
一
片
西
に
傾
く
⺼
。

征
路
に
赴
い
て
獨
り
行
く
子
、
旅
店
猶
ほ
扃
せ
り
、
胡
城
に
泣
い
て
百
た
び
戰
ふ
師
、

胡
笳
未
だ
歇
ま
ず
。）

418　

嚴
粧
金
屋
之
中
、
靑
蛾
正
畫
、
罷
宴
瓊
筵
之
上
、
紅
燭
空
餘
。（
嚴
粧

金
屋
の
中
に
、
靑
蛾
正
に
畫
き
、
罷
宴
瓊
筵
の
上
に
、
紅
燭
空
し
く
餘
れ
り
。）

510　

邊
城
之
牧
馬
連
嘶
、
平
沙
眇
々
、
江
路
之
征
㠶
盡
去
、
遠
岸
蒼
々
。（
邊

城
の
牧
馬
連
り
に
嘶
ゆ
、
平
沙
眇
々
た
り
、
江
路
の
征
㠶
盡
く
に
去
ん
ぬ
、
遠
岸
蒼
々

た
り
。）

御
物
粘
葉
本
で
は
こ
れ
ら
の
佳
句
の
作
者
が
記
さ
れ
な
い
た
め
、
各
種
の
『
和

漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
・
古
筆
切
・
古
㊟
釋
の
㊟
記
を
探
る
し
か
な
い
。
古
寫
本
の

う
ち
、
歬
田
侯
𣝣
家
所
藏
傳
二
條
爲
氏
筆
本
（「
爲
」）・
池
田
龜
鑑
博
士
所
藏
影

寫
傳
世
尊
寺
行
尹
筆
本
（「
尹
」）・
岩
瀨
文
庫
所
藏
延
慶
本
（「
延
」）・
古
梓
堂
文

庫
所
藏
嘉
曆
本
（「
嘉
」）・
京
都
府
立
圖
書
館
所
藏
古
抄
本
（「
京
」、
鐮
倉
末
朞
の
書

寫
か
）
に
は
作
者
㊟
記
が
見
ら
れ
る
。

作
品
番
號
64
の
句
に
、
尹
・
延
・
嘉
は
「
張
讀
」、
爲
は
「
謝
觀
」、
京
は
「
張

讀　

謝
觀
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
す
。
416
の
句
に
、
尹
・
爲
・
延
は
「
賈
嵩
」、
嘉
は

「
賈
嵩
作
也
」
と
記
す
。
417
の
句
に
、
尹
・
嘉
は
「
謝
觀
」、
延
は
「
謝
讀
」、
爲

は
「
謝
觀
」
お
よ
び
傍
㊟
に
「
張
讀
イ
」
と
記
す
。
418
の
句
に
、
爲
・
延
は
「
謝

觀
」、
尹
は
「
張
讀
」、
嘉
は
「
張
讀　

謝
觀
」
と
記
す
。
510
の
句
に
、
爲
・
延
・

嘉
は
「
謝
觀
」、
尹
は
「
謝
觀　

張
讀
南
」
と
記
す（

９
）。
ま
た
、
最
近
影
印
出
版
さ

れ
た
三
河
鳳
來
寺
舊
藏
曆
應
二
年
（
一
三
三
九
）『
和
漢
朗
詠
集
』
寫
本
で
は
、
64

の
句
は
「
張
讀
」、
416
の
句
は
「
賈
嵩
」、
417
の
句
は
「
謝
觀
」、
418
の
句
は
「
同

　

張
讀
南
」、
510
の
句
は
「
謝
觀
張
讀
南
」
と
そ
れ
ぞ
れ
作
者
情
報
を
記
す（
（1
（

。

諸
古
寫
本
の
書
寫
者
の
う
ち
、
二
條
爲
氏
・
世
尊
寺
行
尹
は
と
も
に
藤
原
北
家

の
末
裔
に
あ
た
り
、
曆
應
二
年
寫
本
の
書
寫
者
で
あ
る
藤
原
師
英
は
藤
原
式
家
の

基
づ
き
、
當
該
書
を
『
和
漢
朗
詠
集
』
編
纂
の
㊮
料
と
考
え
る
の
は
危
險
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。
三
木
氏
の
推
測
に
よ
れ
ば
、『
重
撰
典
麗
賦
選
』
は
日
宋
貿
易
が

盛
ん
な
時
に
も
た
ら
さ
れ
、
菅
家
や
江
家
の
學
者
た
ち
に
よ
っ
て
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
校
勘
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

７
）。

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
收
唐
賦
佳
句
の
硏
究
は
關
連
㊮
料
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
る

が
、
日
本
と
同
樣
に
漢
文
學
の
薰
陶
を
受
け
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
學
交
流
で

重
要
な
役
割
を
擔
っ
た
朝
鮮
半
島
の
文
人
・
文
學
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
い
く
つ

か
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰

朗
詠
集
』
所
收
の
唐
賦
佚
文
と
さ
れ
る
「
曉
賦
」
の
佳
句
に
着
目
し
、「
曉
賦
」

の
句
と
新
羅
末
朞
の
文
人
・
崔
致
遠
の
作
と
傳
わ
る
「
詠
曉
賦
」
の
句
と
の
近
似

性
を
指
摘
し
た
上
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
㊟
記
や
中
國
南
宋
朞
の
文
獻
に

見
ら
れ
る
「
曉
賦
」
の
作
者
に
關
す
る
諸
說
を
改
め
て
檢
討
す
る
。
日
中
韓
の
古

文
獻
に
見
ら
れ
る
「
曉
賦
」
を
通
し
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
漢
文
學
交
流
の
一
斑
を

窺
い
た
い
。一

、
兩
朗
詠
集
所
收
「
曉
賦
」
佚
句

　
　
　
　
お
よ
び
作
者
註
記
の
問
題
點

ま
ず
傳
藤
原
行
成
筆
御
物
粘
葉
本
を
底
本
と
す
る
岩
波
古
典
文
學
大
系
本
に
據

り
、
出
處
を
「
曉
賦
」
と
㊟
記
さ
れ
る
佳
句
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

８
）。

64　

誰
家
碧
樹
、
鶯
啼
而
羅
幕
猶
垂
、
幾
處
華
堂
、
夢
覺
而
珠
簾
未
卷
。（
誰

が
家
の
碧
樹
に
か
、
鶯
啼
い
て
羅
幕
猶
ほ
垂
れ
た
る
、
幾
の
處
の
華
堂
に
か
、
夢
覺

め
て
珠
簾
未
だ
卷
か
ざ
る
。）

416　

佳
人
盡
餝
於
晨
粧
、
魏
宮
鐘
動
、
遊
子
猶
行
於
殘
⺼
、
函
谷
雞
鳴
。（
佳

人
盡
く
に
晨
粧
を
餝
る
、魏
宮
に
鐘
動
く
、遊
子
猶
ほ
殘
⺼
に
行
く
、函
谷
に
鷄
鳴
く
。）

417　

幾
行
南
去
之
雁
、
一
片
西
傾
之
⺼
。
赴
征
路
而
獨
行
之
子
、
旅
店
猶
扃
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
八
八

き
手
の
見
解
に
よ
っ
て
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
平
安
朝
末
朞
に
成
立
し
た
釋
信
阿
撰
『
和
漢
朗
詠
集
私
㊟
』
に
お

い
て
、
應
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
書
寫
さ
れ
、
殘
本
と
し
て
收
藏
さ
れ
る
書
陵

部
本
は
64
の
句
に
「
張
讀
作　

謝
規
イ
」
と
㊟
記
し
、
傍
㊟
で
は
「
張
讀
」
に

「
唐
人
」
と
、「
謝
規
」
に
「
日
本
人
」
と
㊟
記
す
る（

（1
（

。
東
京
大
學
文
學
部
國
語
硏

究
室
所
藏
本
（
殘
芲
書
屋
舊
藏
、
鐮
倉
時
代
の
寫
本
）
で
は
、
64
の
句
に
「
春
曉
賦
。

謝
觀
、
或
張
讀
」、
416
の
句
に
「
賈
島
」、
417
・
418
・
510
の
句
に
「
謝
觀
」「
謝
觀

作
也
」「
謝
觀
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
し
、
こ
の
三
句
を
謝
觀
の
作
と
す
る（

（1
（

。
私
㊟
系

と
ほ
ぼ
同
時
に
成
立
し
た
、
釋
無
名
な
る
人
物
の
編
で
鐮
倉
時
代
中
朞
の
成
立
と

さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
㊟
抄
』（
㊟
略
抄
と
も
題
さ
れ
る
）
の
場
合
、
現
存
す
る
東
北

大
學
附
屬
圖
書
館
狩
野
文
庫
所
藏
本
・
身
延
文
庫
本
・
黑
木
典
雄
舊
藏
本
の
う

ち
、「
曉
賦
」
佳
句
に
關
す
る
部
分
が
殘
さ
れ
て
い
る
の
は
狩
野
文
庫
所
藏
本
の

み
で
あ
る
。
當
該
寫
本
は
64
の
句
に
「
曉
賦　

謝
規　

㊒
本
張
讀
作
」
と
㊟
記
し
、

「
規
」
の
字
の
傍
ら
に
「
觀
」
の
字
を
記
す（

（1
（

。
お
そ
ら
く
『
私
㊟
』
に
從
っ
て
謝

觀
を
作
者
と
す
る
一
方
、
別
の
寫
本
に
よ
っ
て
知
り
得
た
「
張
讀
」
の
名
歬
を
つ

い
で
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
曉
賦
」
佳
句
の
作
者
に
關
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
・

古
筆
切
・
古
㊟
釋
の
各
種
㊟
記
を
整
理
す
る
と
、
作
品
番
號
416
の
句
は
賈
嵩
「
曉

賦
」
よ
り
採
錄
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
が
、
64
・
417
・
418
・
510
の
四
句
の

作
者
は
「
謝
觀
」
な
の
か
「
張
讀
」
な
の
か
、
二
說
に
分
か
れ
て
定
か
で
は
な
い
。

通
行
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
校
㊟
は
お
お
む
ね
『
私
㊟
』
を
根
據
と
す
る
川
口
博
士

の
校
㊟
に
從
っ
て
64
の
句
を
謝
觀
の
作
と
す
る
が
、
確
か
な
證
據
が
な
い
こ
と
も

看
過
で
き
な
い
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
も
「
曉
賦
」
の
二
句
を
收
錄
し
て
い
る
。
現
存
最
古
の
寫
本

で
あ
る
穗
久
邇
文
庫
本
を
影
印
し
た
日
本
古
典
文
學
影
印
叢
刊
本
に
據
っ
て（

（1
（

、
以

儒
者
で
あ
る
。
傳
二
條
爲
氏
筆
本
に
記
さ
れ
る
「
謝
觀
」
は
、
藤
原
北
家
の
家
藏

漢
籍
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
を
反
映
す
る
と
推
測
で
き
る
一
方
、
傳
世
尊
寺
行
尹
筆

本
と
藤
原
師
英
筆
本
に
お
い
て
は
、「
張
讀
」
と
い
う
藤
原
南
家
の
書
籍
に
よ
る

知
識
を
倂
記
し
た
。
中
世
の
公
卿
た
ち
が
必
ず
し
も
同
じ
寫
本
も
し
く
は
刊
本
を

閱
讀
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
「
曉
賦
」
作
者
に
關
し
て
朙
ら
か
な

異
說
が
現
れ
る
こ
と
は
、
改
め
て
當
時
流
布
し
て
い
た
漢
籍
の
多
樣
性
を
意
識
さ

せ
る
。

ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
古
筆
切
の
う
ち
、
傳
源
賴
政
筆
平
等
院
切
は
510
の
句

の
作
者
を
「
謝
觀
」
と
㊟
記
し
、
傳
西
行
筆
朗
詠
集
切
は
同
句
に
「
謝
觀
」
と
㊟

記
す
る
。
傳
世
尊
寺
經
朝
筆
大
字
切
は
416
・
417
・
418
の
三
句
を
寫
し
て
、
418
の
句

に
「
已
上
謝
觀
曉
賦
」
と
㊟
記
し（

（1
（

、
傳
冷
泉
爲
之
筆
朗
詠
集
切
は
416
の
句
に
「
賈

嵩
」
と
㊟
記
す
る（

（1
（

。

次
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
古
㊟
釋
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
某
氏
藏
正
安
二
年
（
一

三
〇
〇
）
奧
書
本
（「
正
安
本
」）・
專
修
大
學
圖
書
館
所
藏
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）

菅
原
長
成
寫
本
（「
建
長
本
」）・
天
理
圖
書
館
所
藏
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
安
倍

直
朙
寫
本
（「
貞
和
本
」）
は
、
い
ず
れ
も
「
朗
詠
江
㊟
」
の
書
入
れ
を
持
つ
主
要

な
寫
本
で
あ
る
。
正
安
本
・
建
長
本
は
と
も
に
卷
上
の
み
が
現
存
し
、
64
の
句

に
正
安
本
は
「
謝
觀
張
讀
」、
建
長
本
は
朱
筆
で
「
賈
嵩
」
と
記
す
。
比
較
的
完

全
に
傳
わ
る
貞
和
本
は
、
64
の
句
に
「
張
讀
」、
416
の
句
に
「
賈
嵩
」、
417
の
句

に
「
謝
觀　

張
讀
」、
418
の
句
に
「
張
讀
南　

謝
觀
」、
510
の
句
に
「
謝
觀　

張
讀

南
」
と
㊟
記
す
る（

（1
（

。

建
長
本
は
菅
家
の
學
問
を
傳
承
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
建
長
本
を
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
に
寫
し
た
抄
本
を
底
本
と
す
る
貞
和
本
は
、
倂
せ
て
藤
原
南
家
の
所

藏
漢
籍
に
見
ら
れ
る
「
曉
賦
」
作
者
に
關
す
る
情
報
を
も
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

な
ぜ
か
64
の
句
の
作
者
に
つ
い
て
兩
寫
本
は
異
な
る
名
歬
を
記
す
。
お
そ
ら
く
書



『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
八
九

二
、
朝
鮮
・
中
國

獻
に
見
え
る
「
詠
曉
賦
」

新
羅
末
朞
の
文
人
・
崔
致
遠
（
八
五
七
―
？
）
は
、
少
年
朞
に
唐
土
に
留
學
し

て
進
士
科
に
及
第
し
た
後
、
淮
南
節
度
使
高
騈
の
幕
府
で
掌
書
記
の
職
を
務
め
た
。

そ
の
卓
越
し
た
漢
文
の
才
能
に
よ
り
、
晚
唐
朞
の
文
壇
で
活
躍
し
た
一
人
で
あ
る
。

歸
國
後
、
崔
致
遠
は
高
騈
の
幕
府
で
作
っ
た
詩
文
を
自
ら
編
纂
し
、『
桂
苑
筆
畊

集
』
を
な
し
た
。『
桂
苑
筆
畊
集
』
は
早
く
唐
土
に
傳
わ
り
、『
崇
文
總
目
』
や

『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
著
錄
さ
れ
る
。
近
代
に
な
る
と
、
崔
國
述
は
朝
鮮
半
島
に

傳
わ
る
崔
致
遠
の
他
の
詩
文
を
輯
佚
・
編
集
し
、『
孤
雲
先
生
文
集
』（
以
下
、『
文

集
』
と
略
す
）
を
刊
行
し
た
。「
後
孫
國
述
」、
す
な
わ
ち
崔
致
遠
の
末
裔
と
自
稱

す
る
崔
國
述
は
「
孤
雲
先
生
文
集
編
輯
序
」
の
末
尾
に
「
旃
蒙
赤
奮
若
林
鐘
⺼
金

藏
之
日
」
と
記
し
て
お
り
、
乙
丑
の
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
書
所
收

の
「
丙
寅
六
⺼
下
浣
後
學
光
州
盧
相
稷
謹
書
」（
丙
寅
六
⺼
下
浣
、
後
學
の
光
州
盧
相

稷　

謹
ん
で
書
す
）
と
記
す
盧
相
稷
（
一
八
五
五
―
一
九
三
一
）「
孤
雲
先
生
文
集
重

刊
序
」、
お
よ
び
「
族
祖
國
述
氏
既
編
且
刊
之
、
在
敎
於
是
役
、
與
㊒
聞
焉
」（
族

祖
の
國
述
氏
既
に
之
を
編
み
て
且
つ
刊
し
、
在
敎
は
是
の
役
に
於
い
て
、
聞
く
㊒
る
に
與

る
）
と
述
べ
る
崔
在
敎
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、『
文
集
』
が
一
九
二
六
（
丙
寅
）
年
に

重
刊
さ
れ
た
こ
と
が
確
定
で
き
る
。『
文
集
』
は
木
版
の
重
刊
本
の
み
が
現
存
し
、

李
基
白
氏
の
推
論
に
よ
る
と
、
わ
ず
か
一
年
歬
の
一
九
二
五
年
（
乙
丑
）
の
初
刊

と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
崔
國
述
が
朝
鮮
王
朝
の
高
宗
李
㷩
二
年
（
一

八
六
五
）
に
は
じ
め
て
『
孤
雲
先
生
文
集
』
を
刊
行
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う（
（1
（

。

ま
た
、
輯
佚
の
仕
事
に
つ
い
て
崔
國
述
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

　

今
所
傳
者
、
只
㊒
桂
畊
集
・
經
學
隊
仗
、
其
他
若
干
、
則
散
出
無
紀
、
不

復
讀
閱
。
余
乃
搜
拾
於
樂
府
・
文
選
・
野
史
・
僧
傳
、
僅
得
三
編
二
册
、
竊

嘆
耳
目
之
不
能
多
及
也
。
幸
㊒
博
雅
君
子
、
不
惜
廣
採
而
備
悉
之
。
則
不
但

下
に
示
す
。
な
お
、
作
品
番
號
は
川
村
晃
生
・
佐
藤
衟
生
編
『
新
撰
朗
詠
集　

校

本
と
總
索
引
』（
三
彌
井
書
店
、
一
九
九
四
年
）
に
從
っ
た
。

388　

愁
思
婦
於
深
窗
、
輕
紗
漸
白
、
臥
幽
人
於
古
屋
、
暗
隙
纔
朙
。（
思
婦

を
深
窗
に
愁
へ
し
む
れ
ば
、
輕
紗
漸
く
に
白
し
、
幽
人
を
古
屋
に
臥
せ
し
む
れ
ば
、

暗
隙
纔
か
に
朙
ら
か
な
り
。）

414　

華
亭
風
裏
、
依
依
之
鶴
唳
猶
聞
、
巴
峽
雨
中
、
悄
悄
而
猿
啼
已
息
。（
華

亭
の
風
の
裏
に
、
依
依
た
る
鶴
の
唳
き
猶
ほ
聞
こ
ゆ
、
巴
峽
の
雨
の
中
に
、
悄
悄
た

る
猿
の
啼
き
已
に
息
ん
ぬ
。）

こ
の
二
句
の
作
者
に
つ
い
て
、『
新
撰
朗
詠
集
』
諸
本
の
㊟
記
は
比
較
的
朙
瞭

で
あ
る
。
穗
久
邇
文
庫
本
で
は
い
ず
れ
も
「
曉
賦　

謝
觀
」
と
記
す
ほ
か
、
二
句

と
も
題
目
を
記
さ
な
い
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
本
、
414
の
句
の
題
目
を
記
さ
な
い
寬

永
八
年
刊
本
、
388
の
句
の
作
者
を
記
さ
な
い
龍
門
文
庫
所
藏
本
を
除
き
、
梅
澤
記

念
館
舊
藏
本
（
現
在
は
東
京
國
立
博
物
館
所
藏
）・
陽
朙
文
庫
所
藏
本
・
龍
谷
大
學
圖

書
館
所
藏
本
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
附
屬
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
所
藏
本
・
宮
內
廳
書
陵

部
所
藏
本
な
ど
の
諸
本
は
す
べ
て
同
じ
題
目
と
作
者
を
記
す（

（1
（

。

『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
唐
詩
佳
句
は
多
く
『
千
載
佳
句
』
と
重
複
し
、『
和
漢
朗

詠
集
』
と
同
じ
く
『
千
載
佳
句
』
を
利
用
し
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
が
、
唐
賦

佳
句
の
採
錄
に
關
し
て
、
こ
の
二
句
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
中
の
「
曉
賦
」
諸
句
と

の
關
係
は
不
朙
の
ま
ま
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
所
收
の
も
の
と
『
新
撰
朗
詠

集
』
所
收
の
も
の
と
が
は
た
し
て
同
じ
作
品
の
句
か
否
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
兩
朗

詠
集
硏
究
に
お
い
て
懸
案
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
の
漢
文
文
獻
に
目
を
向
け
る
と
、
兩
朗
詠
集
の
「
曉
賦
」
佳

句
、
お
よ
び
そ
の
本
文
を
め
ぐ
る
疑
問
點
を
い
さ
さ
か
解
決
で
き
る
手
が
か
り
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
、
崔
致
遠
の
作
と
さ
れ
る
「
詠
曉

賦
」
の
存
在
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
九
〇

去
、
古
岸
蒼
蒼
。
漁
篴
聲
瀏
、
蓬
艸
露
瀼
。
千
山
之
翠
嵐
高
下
、
四
野
之
風

𤇆
深
淺
。
③
誰
家
碧
檻
、
鶯
啼
而
羅
幕
猶
垂
、
幾
處
華
堂
、
夢
覺
而
珠
簾
未

捲
。
是
夜
寰
縈

、
天
地
晴
。
蒼
茫
千
里
、
曈
曨
八
紘
。
潦
水
泛
紅
霞
之
影
、

疏
鐘
傳
紫
禁
之
聲
。
④
置
思
婦
於
深
閨
、紗
窗
漸
白
、（
ｂ
）
臥
愁
人
於
古
屋
、

暗
牗
纔
朙
。
俄
而
曙
色
微
分
、
晨
光
欲
發
。
⑤
數
行
南
飛
之
雁
、
一
片
西
傾

之
⺼
。
動
商
路
獨
行
之
子
、（
ｃ
）
旅
館
猶
扃
、
駐
孤
城
百
戰
之
師
、
胡
笳

未
歇
。
砧
杵
聲
寒
、
林
巒
影
疏
。
斷
蛩
音
於
四
壁
、
肅
霜
華
於
遠
墟
。
⑥
粧

成
金
屋
之
中
、
靑
蛾
正
畫
、
宴
罷
瓊
樓
之
上
、
紅
燭
空
餘
。
及
其
氣
爽
淸
晨
、

魂
澄
碧
落
。
藹
高
影
於
夷
夏
、
蕩
回
陰
於
嚴
壑
。
千
門
萬
戶
兮
始
開
、（
ｄ
）

洞
乾
坤
之
寥
廓
。

　

玉
漏
猶
ほ
滴
た
り
、
銀
河
已
に
回
る
。
彷
彿
と
し
て
山
川
漸
く
變
は
り
、

參
差
と
し
て
物
像
將
に
開
か
ん
と
す
。
高
低
の
𤇆
景
微
か
に
分
か
れ
、
雲
閒

の
宮
殿
を
認
む
、
遠
近
の
軒
車
齊
し
く
動
き
、
陌
上
の
塵
埃
を
生
ず
。
天
隅

に
晃
蕩
と
し
て
、
日
域
に
蔥
籠
た
り
。
殘
星　

遠
林
の
梢
に
暎え

い

じ
、
宿
霧　

長
郊
の
色
を
隱
す
。
華
亭
の
風
の
裏
に
、依
依
た
る
鶴
の
唳
き
猶
ほ
聞
こ
ゆ
、

巴
峽
の
⺼
の
中
に
、
迢
迢
た
る
猿
の
啼
き
已
に
息
ん
ぬ
。
靑
帘
に
隱
暎
す
、

村
迴
り
て
雞　

茅
屋
に
鳴
く
、
朱
閣
に
熹
微
た
り
、
巢
空
し
く
し
て
鷰　

雕

樑
に
語
る
。
刁
斗
を
柳
營
の
內
に
罷
め
、
簪
笏
を
桂
殿
の
傍
に
儼お

ご
そ

か
に
す
。

邊
城
の
牧
馬
頻
り
に
嘶
ゆ
、
平
沙
漠
漠
た
り
、
遠
江
の
孤
㠶
盡
く
去
ん
ぬ
、

古
岸
蒼
蒼
た
り
。
漁
篴　

聲
は
瀏
と
し
て
、
蓬
艸　

露
は
瀼
た
り
。
千
山
の

翠
嵐
高
下
に
し
て
、
四
野
の
風
𤇆
深
淺
な
り
。
誰
が
家
の
碧
檻
に
か
、
鶯
啼

い
て
羅
幕
猶
ほ
垂
れ
た
る
、
幾
の
處
の
華
堂
に
か
、
夢
覺
め
て
珠
簾
未
だ
捲

か
ざ
る
。
是
の
夜
寰
縈

は

れ
、
天
地
晴
る
。
蒼
茫
た
る
千
里
、
曈
曨
た
る
八

紘
。
潦
水
は
紅
霞
の
影
を
泛
か
べ
、
疏
鐘
は
紫
禁
の
聲
を
傳
ふ
。
思
婦
を
深

閨
に
置
け
ば
、
紗
窗
漸
く
に
白
し
、
愁
人
を
古
屋
に
臥
ら
し
む
れ
ば
、
暗
牗

能
爲
此
役
之
光
、
其
於
尊
賢
慕
衟
之
地
、
不
覺
深
賀
萬
萬
云
爾
。

　

今
傳
ふ
る
所
の
者
、
只
だ
桂
畊
集
・
經
學
隊
仗
㊒
る
の
み
、
其
の
他
若
干

は
、
則
ち
散
出
し
て
紀
無
く
、
復
た
讀
閱
せ
ず
。
余　

乃
ち
樂
府
・
文
選
・

野
史
・
僧
傳
に
搜
拾
し
、
僅
か
に
三
編
二
册
を
得
た
り
、
竊
か
に
耳
目
の
多

く
及
ぶ
能
は
ざ
る
を
嘆
く
な
り
。
幸
ひ
に
博
雅
の
君
子
㊒
り
て
、
廣
く
採
り

て
備
に
之
を
悉
く
す
を
惜
し
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
則
ち
但
だ
に
能
く
此
の
役

の
光
と
爲
す
の
み
な
ら
ず
、
其
の
尊
賢
慕
衟
の
地
に
於
い
て
、
覺
え
ず
深
く

賀
し
て
萬
萬
た
り
と
爾
云
ふ
。

崔
國
述
が
各
種
の
詩
文
總
集
や
野
史
・
僧
傳
な
ど
古
文
獻
よ
り
崔
致
遠
の
詩
文

を
網
羅
し
て
、『
文
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
文
集
』
所
收
漢
詩
文
の

ほ
と
ん
ど
が
『
靑
丘
風
雅
』『
三
韓
詩
龜
鑑
』『
東
文
選
』
な
ど
朝
鮮
時
代
の
詩
文

總
集
に
見
ら
れ（

（2
（

、
と
り
わ
け
七
言
律
詩
「
登
潤
州
慈
和
山
上
房
」
は
、
遡
っ
て
高

麗
時
代
歬
朞
に
成
立
し
た
と
い
う
『
夾
㊟
名
賢
十
抄
詩
』
に
も
收
錄
さ
れ
る
。
こ

の
詩
の
頷
聯
二
句
は
『
千
載
佳
句
』
地
理
部
・
山
水
に
も
採
ら
れ
、
詩
題
を
「
登

慈
和
山
」（
慈
和
山
に
登
る
）
と
略
す
。
新
羅
出
身
の
文
人
が
唐
の
地
で
作
っ
た
こ

の
詩
が
す
ぐ
さ
ま
日
本
に
も
傳
わ
っ
た
、
と
い
う
事
實
は
實
に
興
味
深
い
。

た
だ
し
、『
文
集
』
卷
一
所
收
の
「
詠
曉
」（
曉
を
詠
ず
）
と
題
す
る
賦
は
他
の

古
典
籍
に
見
え
ず
、
流
傳
の
經
緯
も
一
向
に
朙
ら
か
で
な
い
。
以
下
に
全
文
を
揭

出
す
る（

（2
（

。

　

玉
漏
猶
滴
、
銀
河
已
回
。
彷
彿
而
山
川
漸
變
、（
ａ
）
參
差
而
物
像
將
開
。

高
低
之
𤇆
景
微
分
、
認
雲
閒
之
宮
殿
、
遠
近
之
軒
車
齊
動
、
生
陌
上
之
塵
埃
。

晃
蕩
天
隅
、
蔥
籠
日
域
。
殘
星
暎
遠
林
之
梢
、
宿
霧
隱
長
郊
之
色
。
①
華
亭

風
裏
、
依
依
而
鶴
唳
猶
聞
、
巴
峽
⺼
中
、
迢
迢
而
猿
啼
已
息
。
隱
暎
靑
帘
、

村
迴
而
雞
鳴
茅
屋
、
熹
微
朱
閣
、
巢
空
而
鷰
語
雕
樑
。
罷
刁
斗
於
柳
營
之
內
、

儼
簪
笏
於
桂
殿
之
傍
。
②
邊
城
之
牧
馬
頻
嘶
、
平
沙
漠
漠
、
遠
江
之
孤
㠶
盡



『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
九
一

江
」
―
和
「
江
路
」、崔
「
孤
㠶
」
―
和
「
征
㠶
」、崔
「
古
岸
」
―
和
「
遠
岸
」

③
―
和
64　

崔
「
碧
檻
」
―
和
「
碧
樹
」、
崔
「
捲
」
―
和
「
卷
」。

④
―
新
388　

崔
「
置
」
―
新
「
愁
」、
崔
「
深
閨
」
―
新
「
深
窗
」、
崔
「
愁

人
」
―
新
「
幽
人
」、
崔
「
暗
牗
」
―
新
「
暗
隙
」。

⑤
―
和
417　

崔
「
數
行
南
飛
之
雁
」
―
和
「
幾
行
南
去
之
雁
」、
崔
「
動
商

路
獨
行
之
子
」
―
和
「
赴
征
路
而
獨
行
之
子
」、崔
「
旅
館
」
―
和
「
旅
店
」、

崔
「
駐
孤
城
百
戰
之
師
」
―
和
「
泣
胡
城
而
百
戰
之
師
」

⑥
―
和
418　

崔
「
粧
成
」
―
和
「
嚴
粧
」、
崔
「
宴
罷
」
―
和
「
罷
宴
」

三
木
雅
博
氏
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
古
寫
本
に
見
え
る
本
文
の
相
違
點
に
つ
い

て
、（
一
）
佳
句
の
訓
讀
か
ら
く
る
本
文
の
改
變
、（
二
）
字
音
を
契
機
と
し
て
行

わ
れ
た
本
文
の
改
變
、（
三
）
和
訓
や
字
音
と
關
わ
り
の
な
い
本
文
の
改
變
、
と

い
う
三
種
類
に
分
け
て
說
朙
し
て
い
る（

（2
（

。
傳
崔
致
遠
作
「
詠
曉
賦
」
と
兩
朗
詠

集
佳
句
本
文
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、「
頻
」
と
「
連
」、「
商
路
」
と
「
征
路
」、

「
孤
城
」
と
「
胡
城
」、「
宴
罷
」
と
「
罷
宴
」
の
よ
う
に
、
訓
讀
も
し
く
は
同
じ

字
音
に
よ
る
異
文
と
解
釋
で
き
る
が
、
多
く
は
漢
文
テ
キ
ス
ト
か
ら
轉
寫
す
る
時

に
歬
後
の
文
字
に
よ
る
誤
寫
、
も
し
く
は
字
形
の
近
似
に
よ
る
異
文
と
考
え
る
の

が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
②
句
に
見
え
る
「
遠
江
」
と
「
江
路
」、「
古
岸
」
と
「
遠
岸
」
の

違
い
は
、「
古
岸
」
を
轉
寫
す
る
時
に
歬
句
の
「
遠
」
の
字
に
目
移
り
し
て
「
遠

岸
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
檻
」
と
「
樹
」、「
漠
々
」
と
「
渺
々
」
な
ど

は
、
字
形
の
近
似
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
文
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
異

文
は
兩
朗
詠
集
の
採
錄
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
は
限
ら
ず
、
日
本
に
將
來
さ
れ
た
以

歬
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。

ま
た
、
傳
世
尊
寺
行
尹
筆
本
に
は
418
の
句
に
「
件
賦
㊒
八
隔
句
七
爲
秀
句
」
と

い
う
㊟
記
が
あ
り（

（2
（

、「
七
爲
秀
句
」
は
賈
嵩
の
句
お
よ
び
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
佳

纔
か
に
朙
ら
か
な
り
。
俄
か
に
し
て
曙
色
微
か
に
分
か
れ
、
晨
光
發
せ
ん
と

欲
す
。
數
行　

南
に
飛
ぶ
雁
、
一
片　

西
に
傾
く
⺼
。
商
路
に
動
い
て
獨
り

行
く
子
、
旅
店
猶
ほ
扃
せ
り
、
胡
城
に
駐と

ま
っ
て
百
た
び
戰
ふ
師
、
胡
笳
未

だ
歇
ま
ず
。
砧
杵
の
聲
寒
く
、林
巒
の
影
疎ま

ば

ら
な
り
。
蛩
音
を
四
壁
に
斷
ち
、

霜
華
を
遠
墟
に
肅
す
。
粧
は
金
屋
の
中
に
成
り
、
靑
蛾
正
に
畫
く
、
宴
は
瓊

筵
の
上
に
罷
み
、
紅
燭
空
し
く
餘
れ
り
。
其
の
氣　

淸
晨
に
爽
や
か
に
、
魂   

碧
落
に
澄
む
に
及
び
て
、
高
影
を
夷
夏
に
藹
し
、
回
陰
を
嚴
壑
に
蕩
す
。
千

門
萬
戶
始
め
て
開
き
、
乾
坤
の
寥
廓
た
る
を
洞
す
。

『
廣
韻
』
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
八
種
の
韻
を
用
い
て
、
律
賦
の
規
則
を
嚴
格
に

守
っ
て
い
る
。（
1
）「
回
」
は
上
平
聲
十
五
灰
、「
開
」「
埃
」
は
上
平
聲
十
六

咍
に
屬
し
、
通
用
す
る
。（
2
）「
域
」「
色
」「
息
」
は
入
聲
二
十
四
職
。（
3
）

「
樑
」「
瀼
」
は
下
平
聲
十
陽
、「
傍
」「
蒼
」
は
下
平
聲
十
一
唐
に
屬
し
、
通
用

す
る
。（
4
）「
淺
」
は
下
平
聲
一
先
、「
卷
」
は
下
平
聲
二
仙
に
屬
し
、
通
用
す

る
。（
5
）「
晴
」「
聲
」
は
下
平
聲
十
四
淸
、「
紘
」
は
下
平
聲
十
三
畊
、「
朙
」

は
下
平
聲
十
二
庚
に
屬
し
、
通
用
す
る
。（
6
）「
發
」「
⺼
」「
歇
」
は
入
聲
十
⺼
。

（
7
）「
疎
」「
墟
」「
餘
」
は
上
平
聲
九
魚
。（
8
）「
落
」「
壑
」「
廓
」
は
入
聲
十

九
鐸
。
つ
ま
り
、「
詠
曉
賦
」
が
既
成
の
佳
句
を
組
み
合
わ
せ
て
成
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
最
初
か
ら
一
篇
の
律
賦
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

文
章
と
し
て
の
評
價
は
さ
て
お
き
、
最
も
㊟
目
に
値
す
る
の
は
、
傍
線
部
の
①
～

⑥
句
が
歬
に
舉
げ
た
兩
朗
詠
集
に
收
錄
さ
れ
る
「
曉
賦
」
佳
句
と
酷
似
す
る
こ
と

で
あ
る
。
以
下
に
文
字
の
異
同
だ
け
を
舉
げ
て
お
く
（「
傳
崔
致
遠
作
詠
曉
賦
」
を

「
崔
」、
兩
朗
詠
集
を
そ
れ
ぞ
れ
「
和
」「
新
」
と
記
す
）。

①
―
新
414　

崔
「
而
」
―
新
「
之
」、
崔
「
⺼
中
」
―
新
「
雨
中
」、
崔
「
迢

迢
」
―
新
「
悄
悄
」

②
―
和
510　

崔
「
頻
」
―
和
「
連
」、
崔
「
漠
々
」
―
和
「
眇
々
」、
崔
「
遠
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二

い
る
。「
卧
幽
々
於
古
屋
」
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
を
解
し
が
た
く
、
お
そ
ら

く
「
人
」
の
字
が
踊
り
字
の
「
々
」
と
形
が
似
て
い
る
た
め
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
と
は
「
卧
幽
人
於
古
屋
」
に
作
る
と
す
れ
ば
、『
新
撰
朗
詠
集
』
作
品
番
號
388

の
句
と
一
致
し
、『
詳
㊟
片
玉
集
』
の
引
用
は
あ
る
程
度
原
文
の
形
を
留
め
る
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
賦
」
と
「
付
」、「
動
」
と
「
洞
」、「
像
」
と
「
象
」

は
、
發
音
が
近
似
す
る
ゆ
え
に
生
じ
た
誤
り
か
。『
詳
㊟
片
玉
集
』
の
引
く
「
吳

融
咏
曉
賦
」
の
四
句
は
、
傳
崔
致
遠
作
の
「
詠
曉
賦
」
と
重
複
す
る
た
め
、
お
そ

ら
く
同
一
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
朝
鮮
王
朝
初
朞
の

名
臣
・
學
者
の
成
俔
（
一
四
三
九
―
一
五
〇
四
）
は
、「
金
良
鏡
詩
集
序
」
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
「
唐
吳
融
詠
曉
賦
」
に
言
及
す
る（

（2
（

。

　

余
少
時
知
讀
書
、
習
舉
子
業
、
見
新
涼
賦
、
愛
其
詞
語
俊
邁
、
與
唐
吳
融

咏
曉
賦
相
上
下
、
別
騷
中
一
體
也
。

　

余
は
少
き
時　

書
を
讀
む
を
知
り
、
舉
子
の
業
を
習
ひ
、「
新
涼
の
賦
」

を
見
て
、
其
の
詞
語
俊
邁
に
し
て
、
唐
の
吳
融
の
「
曉
を
咏
ず
る
賦
」
と
相

ひ
上
下
し
、
騷
の
中
の
一
體
を
別
つ
を
愛
す
る
な
り
。

金
良
鏡
（
の
ち
に
名
を
「
仁
鏡
」
に
改
め
た
。
？
―
一
二
三
五
）
の
「
新
涼
賦
」
に

つ
い
て
、
そ
の
言
葉
遣
い
は
吳
融
「
咏
曉
賦
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
く
、

『
楚
辭
』「
離
騷
」
の
ス
タ
イ
ル
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
金
氏
の
賦
は

す
で
に
散
佚
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
手
が
か
り
は
な
い
が
、
も
し
成
俔
が
目
に

し
た
の
が
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉
集
』
と
同
一
の
「
吳
融
詠
曉
賦
」
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
記
述
は
「
詠
曉
賦
」
が
朝
鮮
半
島
で
吳
融
の
作
と
し
て
流
傳
し
た
痕

跡
と
見
な
せ
る
。

三
、「
曉
賦
」
の
作
者
問
題

以
上
の
通
り
「
曉
賦
」
に
關
す
る
各
種
の
古
文
獻
の
記
述
を
整
理
す
る
と
、
作

句
を
合
わ
せ
て
數
え
て
い
る
か
は
不
朙
だ
が
、
貞
和
本
で
は
同
句
に
「
件
賦
㊒
八

隔
句
爲
秀
句
」
と
い
う
㊟
記
が
あ
り（

（2
（

、「
八
隔
句
」
と
い
う
本
文
の
特
徵
は
傳
崔

致
遠
作
「
詠
曉
賦
」
と
一
致
す
る
。
平
安
朝
に
舶
來
し
た
「
曉
賦
」
本
文
が
「
詠

曉
賦
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
推
論
を
導
く
、
㊒
力
な
傍
證
と
な
り
得
る
で
あ

ろ
う
。

「
詠
曉
賦
」
の
全
篇
は
唐
代
以
降
の
中
國
文
獻
に
見
當
た
ら
な
い
が
、
傍
線
部

の
（
ａ
）
～
（
ｄ
）
句
は
、
南
宋
・
陳
元
龍
が
周
邦
彥
（
字
は
美
成
）
の
詞
集
『
片

玉
集
』
に
㊟
を
施
し
た
『
詳
㊟
周
美
成
詞
片
玉
集（

（2
（

』（
以
下
、『
詳
㊟
片
玉
集
』
と
略

す
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
卷
五
「
蕙
蘭
芳
引
」
の
「
對
客
館
深
扃
、
霜
草
未
衰
更

綠
」（
客
館
深
く
扃
づ
る
に
對
し
、
霜
草
未
だ
衰
へ
ず
更
に
綠
な
り
）
と
い
う
句
の
㊟
に

は
、　

吳
融
咏
曉
賦
、
旅
館
猶
扃
。
謝
玄
暉
詩
、
春
草
秋
更
綠
。

　

吳
融
「
曉
を
咏
ず
る
賦
」
に
、「
旅
館
猶
ほ
扃
せ
り
」
と
。
謝
玄
暉
詩
に
、

「
春
草　

秋
更
に
綠
な
り
」
と
。

と
、
吳
融
「
詠
曉
賦
」
の
句
と
し
て
（
ｃ
）
を
引
用
す
る
。
同
樣
に
、（
ｂ
）
は

卷
六
「
夜
遊
宮
」
の
「
古
屋
寒
窗
底
」（
古
屋　

寒
窗
の
底
）
と
い
う
句
の
㊟
に
見

え
る
。

　

吴
融
咏
曉
付マ

マ

、
卧
幽
々
於
古
屋
。

　

吴
融
「
曉
を
咏
ず
る
付
」
に
、「
幽
々
た
る
を
古
屋
に
卧
せ
し
む
」
と
。

卷
九
「
一
寸
金
」
の
「
渡
口
參
差
正
寥
廓
」（
渡
口
參
差
と
し
て
正
に
寥
廓
た
り
）

の
句
の
㊟
に
は
、

　

吳
融
咏
曉
賦
、
參
差
而
物
象
將
開
。
又
云
、
動
乾
坤
之
寥
廓
。

　

吳
融
「
曉
を
咏
ず
る
賦
」
に
、「
參
差
と
し
て
物
象
將
に
開
か
ん
と
す
」
と
。

又
た
云
ふ
、「
乾
坤
の
寥
廓
た
る
を
動
か
す
」
と
。

と
、（
ａ
）
と
（
ｄ
）
の
二
句
を
「
參
差
」「
寥
廓
」
の
語
の
用
例
と
し
て
引
い
て



『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
九
三

（
吳
融
は
、
廣
朙·

中
和
の
際
、
久
し
く
屈
聲
を
負
ふ
。
未
だ
科
第
に
擢ぬ

き
ん

で
ら
れ
ず
と
雖

も
、
同
人
多
く
贄
も
て
之
に
謁
す
る
こ
と
先
逹
の
如
し
。
王
圖
㊒
り
、
詞
賦
に
工
み
に
し
て
、

投
卷
す
る
こ
と
凢
そ
旬
⺼
、
融
は
既
に
之
を
見
、
殊
に
言
は
ず（
（3
（

）
と
記
し
、
吳
融
は
科

擧
合
格
歬
に
す
で
に
律
賦
制
作
で
文
名
を
馳
せ
、
王
圖
な
ど
の
同
時
代
の
多
く
の

人
々
は
吳
融
に
文
章
を
送
り
屆
け
、
評
價
を
求
め
た
と
い
う
。
そ
の
賦
集
は
唐
宋

の
官
私
書
目
に
見
ら
れ
な
い
が
、『
宋
史
』
藝
文
志
は
「
吳
融
賦
集
五
卷
」
を
著

錄
す
る（

（3
（

。

吳
融
說
を
提
起
し
た
の
は
唯
一
『
詳
㊟
片
玉
集
』
の
み
で
あ
る
が
、
㊟
釋
者
の

陳
元
龍
お
よ
び
同
書
の
序
文
を
書
い
た
劉
肅
の
事
跡
は
、
二
人
と
も
朙
ら
か
で
な

い
。
現
存
最
古
の
黃
丕
烈
舊
藏
宋
本
が
南
宋
の
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
に
刊
行

さ
れ
た
た
め
、
遲
く
と
も
そ
れ
以
歬
に
成
立
し
た
こ
と
し
か
確
定
で
き
な
い
。
吳

則
虞
氏
は
、『
直
齋
書
錄
解
題
』
が
著
錄
す
る
「
淸
眞
詞
二
卷
後
集
三
卷
」
は

『
詳
㊟
片
玉
集
』
よ
り
も
早
く
成
立
し
た
と
推
論
す
る（

（3
（

。
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
詳

㊟
片
玉
集
』
が
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）
以
降
に
成
立
し
た
と
い
う
一
說
も
あ
る（
（3
（

。

た
だ
し
、
歬
述
の
題
目
に
觸
れ
る
の
み
の
成
俔
「
金
良
鏡
詩
集
序
」
を
除
い
て

は
、
吳
融
說
も
張
讀
說
と
同
樣
に
㊒
力
な
傍
證
と
な
る
㊮
料
が
存
在
せ
ず
、
戰
亂

の
中
で
多
く
の
書
籍
が
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
南
宋
時
代
に
成
立
し
た
書
物
と
し
て
、

「
曉
賦
」
の
作
者
を
誤
傳
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
崔
致
遠

	

崔
致
遠
が
中
和
六
年
（
八
八
五
）
に
作
っ
た
「
桂
苑
筆
畊
集
序
」
に
は
、
自
身

の
作
と
し
て
「
私
試
今
體
賦
五
首
一
卷
」「
五
言
七
言
今
體
詩
共
一
百
首
一
卷
」

「
雜
詩
賦
共
三
十
首
一
卷
」「『
中
山
覆
簣
集
』
一
部
五
卷
」「『
桂
苑
筆
畊
集
』
一

部
二
十
卷
」
を
擧
げ
る（

（3
（

。
こ
の
う
ち
、「
雜
詩
賦
共
三
十
首
一
卷
」
は
詩
・
賦
を

合
わ
せ
て
收
錄
し
た
別
集
で
あ
り
、「
私
試
今
體
賦
」
は
進
士
科
受
驗
の
た
め
の

律
賦
の
習
作
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
半
島
に
は
、「
詠
曉
賦
」
の
ほ
か
後
世
に
傳
わ
っ

者
に
關
し
て
は
少
な
く
と
も
謝
觀
・
張
讀
・
崔
致
遠
・
吳
融
と
い
う
四
つ
の
說
が

あ
る
。
以
下
、
四
說
を
逐
一
檢
討
し
、
作
者
で
あ
る
可
能
性
の
最
も
高
い
文
人
を

割
り
出
し
て
み
た
い
。

（
一
）
張
讀

張
讀
（
八
三
三
―
八
八
九
）
は
中
唐
の
名
臣
・
張
薦
の
孫
で
あ
り
、『
遊
仙
窟
』

の
作
者
と
し
て
日
本
で
名
高
い
張
鷟
の
末
裔
で
あ
る
。
志
怪
傳
奇
集
『
宣
室
志
』

の
著
述
で
知
ら
れ
る
一
方
、『
新
唐
書
』
張
薦
傳
で
は
「
幼
穎
解
、
大
中
時
第
進

士（
（2
（

」（
幼
く
し
て
穎
解
な
り
、
大
中
の
時
進
士
に
第
す
）
と
、
幼
い
頃
か
ら
聰
朙
穎
悟

で
、
宣
宗
の
大
中
年
閒
（
八
四
七
―
八
六
〇
）
に
進
士
及
第
し
た
と
記
さ
れ
る
。
近

年
紹
介
さ
れ
た
新
出
の
張
讀
墓
誌
に
よ
る
と
、
彼
は
「
七
歲
爲
文
、
偏
好
八
韻

賦
」（
七
歲
に
し
て
文
を
爲
し
、
偏
へ
に
八
韻
の
賦
を
好
む
）、
ま
た
「
下
筆
皆
心
胸
中

奇
絕
語
、
賦
成
、
旋
爲
人
取
去
」（
筆
を
下
せ
ば
皆
な
心
胸
の
中
の
奇
絕
な
る
語
に
し
て
、

賦
成
れ
ば
、
旋
ち
に
人
に
取
り
去
ら
る（
（2
（

）
と
い
う
。『
唐
摭
言
』
に
も
「
張
讀
亦
幼
擅

詞
賦
、
年
十
八
、
及
第
」（
張
讀
亦
た
幼
く
し
て
詞
賦
を
擅

ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
年
十
八
に
し
て
、

及
第
す（
（3
（

）
と
あ
り
、
賦
の
制
作
能
力
の
高
さ
は
彼
が
若
く
し
て
及
第
し
た
一
つ
の

要
因
で
あ
ろ
う
。

『
和
漢
朗
詠
集
私
㊟
』
に
よ
れ
ば
、『
和
漢
朗
詠
集
』
は
「
張
讀
」
の
作
と
し
て

「
閑
賦
」
の
四
句
（
113
・
604
・
614
・
615
）、「
愁
賦
」
の
二
句
（
307
・
403
）
を
收
錄
す

る
。
た
だ
し
、「
曉
賦
」
の
句
を
張
讀
の
作
と
す
る
說
に
は
他
に
裏
付
け
が
な
く
、

鐮
倉
時
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
が
據
る
藤
原
南
家
傳
承
漢
籍
も
不
朙
で
あ

り
、
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
吳
融

吳
融
（
八
五
〇
―
九
〇
三
）
も
律
賦
に
長
け
た
晚
唐
文
人
の
一
人
で
あ
る
。『
唐

摭
言
』
に
は
「
吳
融
、
廣
朙
・
中
和
之
際
、
久
負
屈
聲
。
雖
未
擢
科
第
、
同
人
多

贄
謁
之
如
先
逹
。
㊒
王
圖
、
工
詞
賦
、
投
卷
凢
旬
⺼
、
融
既
見
之
、
殊
不
言
」
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ま
ま
記
す
は
ず
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
謝
觀

『
私
㊟
』
が
「
曉
賦
」
の
作
者
と
記
す
謝
觀
（
七
九
三
―
八
六
五
）
に
つ
い
て
、

植
木
久
行
氏
は
出
土
墓
誌
の
「
唐
故
朝
請
大
夫
慈
州
刺
史
賜
緋
魚
袋
謝
觀
墓
誌
銘

竝
序
」
を
用
い
て
、
そ
の
生
沒
年
や
事
跡
を
考
察
し
た
。
植
木
氏
は
墓
主
の
謝
觀

を
「『
和
漢
朗
詠
集
』
に
收
め
る
「
曉
賦
」「
白
賦
」
な
ど
の
、
賦
の
作
家
と
し
て

知
ら
れ
る
」
と
判
斷
し
た
が（

（4
（

、
そ
れ
以
上
の
證
據
は
提
示
し
て
い
な
い
。

謝
觀
の
自
撰
墓
誌
に
よ
る
と
、
彼
は
咸
通
六
年
（
八
六
五
）
に
七
十
三
歲
で
沒

し
て
お
り
、
逆
算
す
れ
ば
生
年
は
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
と
な
る
。
進
士
及
第
す

る
ま
で
の
自
身
の
勉
學
に
つ
い
て（

（4
（

、

　

生
世
七
歲
、
好
學
就
傅
、
能
文
。
及
長
、
著
述
凢
卅
卷
。
尤
攻
律
賦
、
似

得
楷
模
。
歬
輩
作
者
、
徃
徃
見
許
。
開
成
二
年
、
舉
進
士
、
中
第
、
釋
褐
曹

州
冤
句
縣
尉
。

　

世
に
生
ま
れ
て
七
歲
、
學
を
好
ん
で
傅
に
就
き
、
文
を
能
く
す
。
長
ず
る

に
及
び
、
著
述
凢
そ
卅
卷
あ
り
。
尤
も
律
賦
を
攻
め
、
楷
模
を
得
る
に
似
た

り
。
歬
輩
の
作
者
、
徃
徃
に
し
て
許
さ
る
。
開
成
二
年
、
進
士
に
舉
げ
ら
れ
、

第
に
中
た
り
、
褐
を
釋
き
て
曹
州
冤
句
縣
尉
た
り
。

と
記
し
、
謝
觀
は
律
賦
の
制
作
が
得
意
で
、
そ
の
作
品
が
年
長
の
文
人
た
ち
の
好

評
を
博
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
文
苑
英
華
』
に
は
謝
觀
の
賦
「
初
雷
諬
蟄
賦
」

「
大
演
虛
其
一
賦
」「
王
言
如
絲
賦
」
な
ど
計
十
八
篇
を
收
錄
す
る
。
ま
た
、『
全

唐
文
』
卷
七
五
八
所
收
の
謝
觀
「
琴
瑟
合
奏
賦
」
は
開
成
二
年
（
八
三
七
）
の
進

士
科
試
驗
問
題
と
一
致
し（

（4
（

、
こ
の
年
に
進
士
及
第
し
た
と
す
る
墓
誌
の
記
載
と
矛

盾
し
な
い
た
め
、
墓
主
の
謝
觀
と
同
一
人
物
で
あ
る
の
は
閒
違
い
な
い
。

一
方
、「
曉
賦
」
の
作
者
と
さ
れ
る
謝
觀
の
佳
句
は
、
ほ
か
に
「
白
賦
」
の

二
句
（
374
・
799
）
と
「
淸
賦
」
の
一
句
（
454
）
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
、
そ
し
て

た
律
賦
は
な
い
が
、
崔
致
遠
は
律
賦
を
多
く
作
っ
て
お
り
、
律
賦
の
名
手
と
目
さ

れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

崔
致
遠
と
と
も
に
『
千
載
佳
句
』
に
佳
句
が
收
錄
さ
れ
る
金
立
之
・
金
雲
卿
・

金
可
記
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
唐
土
に
留
學
し
た
經
驗
を
持
つ
新
羅
人
で
あ
る（

（3
（

。

金
立
之
は
敬
宗
朝
の
寶
曆
元
年
（
八
二
五
）
五
⺼
に
賓
貢
進
士
と
し
て
入
唐
し
、

國
子
監
で
學
ん
だ（

（3
（

。
金
雲
卿
は
唐
土
で
出
仕
し
、
新
羅
宣
慰
副
使
と
し
て
母
國
の

新
羅
へ
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
兗
州
都
督
府
司
馬
の
職
に
も
就
い
た
。
新
羅

に
一
度
歸
っ
た
後
、
再
び
唐
に
戾
り
、
會
昌
元
年
（
八
四
一
）
に
は
淄
州
長
史
に

任
命
さ
れ
た（

（3
（

。『
東
文
選
』
卷
八
四
所
收
の
崔
瀣
「
送
奉
使
李
中
父
還
朝
序
」
に

も
「
長
慶
初
、
㊒
金
雲
卿
者
、
始
以
新
羅
賓
貢
題
名
杜
師
禮
榜
」（
長
慶
の
初
、
金

雲
卿
な
る
者
㊒
り
、
始
め
て
新
羅
賓
貢
を
以
て
杜
師
禮
の
榜
に
題
名
す
）
と
あ
り（
（3
（

、
金
雲

卿
は
新
羅
の
賓
貢
進
士
と
し
て
唐
で
は
じ
め
て
及
第
し
、
朝
鮮
で
名
が
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
金
可
記
に
つ
い
て
は
、『
太
平
廣
記
』
卷
五
三
「
神
仙
」

の
「
金
可
記
」
條
に
、
彼
が
衟
敎
に
心
醉
し
、
終
南
山
で
修
衟
し
て
そ
の
名
が
宣

宗
の
耳
に
も
屆
く
ほ
ど
㊒
名
な
衟
士
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る（

（4
（

。
歸
國
す

る
際
に
、
章
孝
標
は
「
送
金
可
紀
歸
新
羅（

（4
（

」
と
い
う
送
別
詩
を
作
っ
て
お
り
、
唐

の
詩
人
と
の
交
遊
も
窺
え
る
。
そ
の
ほ
か
、『
千
載
佳
句
』
に
見
ら
れ
る
「
朴

昂
」
は
、
そ
の
姓
か
ら
推
測
す
る
と
お
そ
ら
く
新
羅
の
人
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
新
羅
文
人
の
詩
が
『
千
載
佳
句
』
に
收
錄
さ
れ
る
に
至
る
經
緯
は
不

朙
だ
が
、
唐
土
、
特
に
都
の
長
安
周
邊
や
江
南
地
方
で
活
動
し
た
た
め
、
遣
唐
使

や
求
法
僧
な
ど
唐
に
渡
っ
た
人
々
が
そ
の
詩
文
を
目
に
す
る
機
會
は
か
な
り
多
く
、

唐
土
よ
り
將
來
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
曉

賦
」
が
本
當
に
崔
致
遠
の
作
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
『
千
載
佳

句
』
を
通
し
て
日
本
で
名
が
知
ら
れ
る
作
者
を
、
兩
朗
詠
集
が
異
な
る
名
で
記
す

必
要
は
な
い
。
少
な
く
と
も
『
私
㊟
』
や
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
崔
氏
の
名
を
そ
の



『
和
漢
朗
詠
集
』『
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朗
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集
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所
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曉
賦
」
佚
句
考

一
九
五

「
白
賦
」
の
一
句
（
745
）
が
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
こ

れ
ら
の
句
の
作
者
に
關
す
る
異
說
は
全
く
な
い
。『
和
漢
朗
詠
集
』
作
品
番
號
374

の
句
「
曉
入
梁
王
之
苑
、
☃
滿
群
山
、
夜
登
庾
公
之
樓
、
⺼
朙
千
里
」（
曉
梁
王
の

苑
に
入
れ
ば
、
☃
群
山
に
滿
て
り
、
夜
庾
公
が
樓
に
登
れ
ば
、
⺼
千
里
に
朙
ら
か
な
り
）
は
、

唯
一
中
國
文
獻
で
確
認
で
き
る
句
と
し
て
特
に
㊟
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
詩
話
總

龜
』
卷
四
六
「
隱
逸
門
」
が
『
郡
閣
雅
談
』
か
ら
採
錄
し
た
逸
話
を
擧
げ
て
お
く（

（4
（

。

　

寇
豹
不
知
何
許
人
。
與
謝
觀
同
在
唐
崔
裔
孫
相
公
門
下
、
以
詞
藻
相
尙
。

謂
觀
曰
、
君
白
賦
㊒
何
佳
語
。
對
曰
、
曉
入
梁
王
之
苑
、
☃
滿
群
山
、
夜
登

庾
亮
之
樓
、
⺼
朙
千
里
。
豹
唯
唯
。
觀
大
言
曰
、
僕
已
擅
名
海
內
、
子
才
調

多
、
胡
不
作
赤
賦
。
豹
未
搜
思
、
厲
聲
曰
、
田
單
破
燕
之
日
、
火
燎
平
原
、

武
王
伐
紂
之
時
、
血
流
漂
杵
。
觀
大
駭
。

　

寇
豹
は
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
謝
觀
と
同
に
唐
の
崔
裔
孫
相
公
の

門
下
に
在
り
、
詞
藻
を
以
て
相
ひ
尙
ぶ
。
觀
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君
の
白
の

賦
は
何
の
佳
語
か
㊒
ら
ん
」
と
。
對
へ
て
曰
く
、「
曉
梁
王
の
苑
に
入
れ
ば
、

☃
群
山
に
滿
つ
、
夜
庾
亮
の
樓
に
登
れ
ば
、
⺼
千
里
に
朙
ら
か
な
り
」
と
。

豹
は
「
唯
唯
」
と
。
觀
大
言
し
て
曰
く
、「
僕
已
に
名
を
海
內
に
擅
に
す
。

子
は
才
調
多
し
、
胡
ぞ
赤
の
賦
を
作
ら
ざ
る
」
と
。
豹
未
だ
搜
思
せ
ず
、
聲

を
厲
ま
し
て
曰
く
、「
田
單
燕
を
破
る
の
日
、
火
は
平
原
を
燎
く
、
武
王
紂

を
伐
つ
の
時
、
血
は
流
れ
て
杵
を
漂
は
す
」
と
。
觀
大
ひ
に
駭
く
。

謝
觀
・
寇
豹
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
白
・
赤
の
色
を
題
材
に
す
る
賦
の
句
を
作
り
、

文
才
を
ひ
け
ら
か
し
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。『
郡
閣
雅
談
』
と
い
う
書
物
に
つ

い
て
、『
郡
齋
讀
書
志
』（
衢
本
卷
十
三
、
袁
本
歬
志
卷
三
下
）「
郡
閣
雅
言
一
卷
」
條

に
以
下
の
よ
う
に
い
う（

（4
（

。

　

右
皇
朝
潘
若
同
撰
。
太
宗
時
守
郡
、
與
僚
佐
話
及
南
唐
野
逸
賢
哲
異
事
佳

言
、
輒
疏
之
於
書
。
凢
五
十
六
條
、
以
㊮
雅
言
。
或
題
曰
郡
閣
雅
談
。

　

右
皇
朝
潘
若
同
の
撰
。
太
宗
の
時　

郡
に
守
た
り
、
僚
佐
と
話
り
て
南
唐

の
野
逸
賢
哲
・
異
事
佳
言
に
及
べ
ば
、
輒
ち
之
を
書
に
疏
す
。
凢
そ
五
十
六

條
、
以
て
雅
言
に
㊮
す
。
或
い
は
題
し
て
郡
閣
雅
談
と
曰
ふ
。

そ
の
後
、
南
宋
・
文
天
祥
の
「
五
色
賦
記
」
に
は
、「
孟
春
之
二
十
五
日
、
發

舟
石
鼓
。
越
三
日
、
過
衡
山
、
宰
趙
孟
傃
送
縣
志
、
遺
逸
門
一
段
云
…
…
」（
孟

春
の
二
十
五
日
、
舟
を
石
鼓
よ
り
發
す
。
三
日
を
越
え
、
衡
山
に
過
ぎ
る
に
、
宰
の
趙
孟

傃　
『
縣
志
』
を
送
る
。「
遺
逸
門
」
の
一
段
に
云
は
く
…
…（
（4
（

）
と
、
こ
の
逸
話
を
『
衡

山
縣
志
』
の
「
遺
逸
門
」
よ
り
知
り
得
た
こ
と
を
記
す
。

謝
觀
と
寇
豹
は
「
唐
の
崔
裔
孫
相
公
の
門
下
」
に
い
た
同
僚
同
士
、
す
な
わ
ち

時
に
衡
山
地
方
の
長
官
で
あ
り
、
の
ち
に
宰
相
職
に
就
い
て
「
相
公
」
と
呼
ば
れ

る
「
崔
裔
孫
」
と
い
う
人
物
の
幕
僚
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
崔
裔
孫
」
を

崔
氏
の
末
裔
と
解
す
れ
ば
、
崔
群
を
指
す
可
能
性
が
最
も
高
い
。
崔
群
は
元
和

十
四
年
（
八
一
九
）
十
二
⺼
に
潭
州
刺
史

御
史
大
夫
充
湖
南
觀
察
使
に
左
遷
さ

れ
、
大
和
三
年
（
八
二
九
）
二
⺼
に
は
ま
た
荊
南
節
度
使
に
任
命
さ
れ
た（
（4
（

。
し
か

も
、
同
中
書
門
下
平
章
事
の
職
に
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
相
公
」
と
稱
さ

れ
る
。
こ
の
逸
話
に
登
場
す
る
崔
氏
の
幕
僚
の
「
謝
觀
」
は
、
歬
述
の
墓
主
の
謝

觀
と
同
じ
く
中
晚
唐
朞
に
活
躍
し
た
た
め
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り

高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
崔
群
の
二
度
に
わ
た
る
湖
南
赴
任
は
と
も
に
謝
觀
が
進

士
及
第
す
る
開
成
二
年
以
歬
の
こ
と
で
あ
り
、
科
舉
に
應
じ
る
「
進
士
」
の
㊮
格

を
獲
得
す
る
歬
に
崔
群
の
幕
府
に
召
さ
れ
た
こ
と
は
、
謝
觀
の
よ
う
な
中
晚
唐
朞

の
一
文
人
と
し
て
普
通
の
生
き
方
と
言
え
る
。

貞
和
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、
こ
の
句
の
「
公
」
字
に
「
亮
」
と
傍
記
し
、

さ
ら
に
「
典
麗
賦
選
乍
亮
」（
乍
は
作
の
略
字
）
と
㊟
記
す
る
。
中
國
の
古
典
籍
に

殘
さ
れ
る
本
文
の
よ
う
に
「
曉
賦
」
の
原
文
は
「
庾
亮
」
に
作
る
可
能
性
が
高

い
が
、「
梁
王
」
と
對
に
な
る
場
合
、
確
か
に
「
庾
公
」
の
方
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
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實
際
、
公
任
が
自
身
の
主
張
に
よ
っ
て
佳
句
の
文
字
を
改
め
た
こ
と
は
、
す
で
に

『
源
氏
物
語
』
の
古
㊟
釋
書
で
あ
る
『
河
海
抄
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

四
條
大
納
言
撰
の
和
漢
朗
詠
集
に
、
陰
森
枯
柳
疎
槐
、
春
無
春
色
、
獲
落

危
牖
壞
宇
、
秋
㊒
秋
聲
と
あ
る
は
、
公
乘
億
か
連
昌
宮
賦
の
中
の
一
句
也
。

賦
に
は
東
韻
の
列
に
て
、
㊒
秋
風
と
あ
る
を
色
與
風
麁
對
に
思
は
れ
け
る
に

や
、
聲
字
に
と
り
か
へ
ら
れ
た
り
。
色
聲
の
對
も
こ
ま
や
か
に
、
風
の
心
も

あ
り
て
、
興
あ
る
よ
し
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。

公
任
は
公
乘
億
「
連
昌
宮
賦
」
の
韻
字
「
風
」
を
「
聲
」
に
改
め
、
よ
り
穩
當

な
對
句
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
白
居
易
の
句
「
可
是
禪
房
無
熱
到
」
の

「
可
」
を
「
不
」
に
改
め
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に（

（5
（

、「
庾
公
」
に
作
る
の
も

公
任
獨
自
の
考
え
に
よ
る
改
竄
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
四
人
の
文
人
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
檢
討
し
て
み
る
と
、「
曉
賦
」（「
詠

曉
賦
」）
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
謝
觀
で
あ
る
、
と
結
論
付
け

ら
れ
よ
う
。
新
た
な
文
獻
㊮
料
の
發
見
が
な
い
限
り
斷
言
す
る
の
は
難
し
い
が
、

『
和
漢
朗
詠
集
私
㊟
』
の
㊟
記
や
、『
和
漢
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
諸
句
と
同
じ

律
賦
を
出
處
と
す
る
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
二
句
の
作
者
㊟
記
と
い
っ
た
狀
況
證
據

に
よ
っ
て
、
現
時
點
で
は
謝
觀
を
「
曉
賦
」
の
作
者
と
認
め
て
よ
い
。
同
時
に
、

『
和
漢
朗
詠
集
』
64
句
は
張
讀
で
は
な
く
、
謝
觀
の
作
で
あ
る
こ
と
も
確
定
で
き

る
。中

晚
唐
朞
に
は
、
新
羅
と
の
外
交
徃
來
は
も
ち
ろ
ん
、
留
學
生
や
商
人
・
僧
侶

な
ど
民
閒
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
元
稹
「
白
氏
長
慶
集
序
」
に
は
「
鷄
林
賈

人
求
市
頗
切
、
自
云
本
國
宰
相
每
以
百
金
換
一
篇
」（
鷄
林
の
賈
人　

市
を
求
む
る

こ
と
頗
る
切
に
し
て
、
自
ら
云
ふ
、
本
國
の
宰
相
每
に
百
金
を
以
て
一
篇
を
換
ふ
、
と（
（5
（

）
と
、

新
羅
の
商
人
が
本
國
の
宰
相
の
た
め
に
白
居
易
詩
を
高
値
で
買
い
求
め
た
こ
と
を

記
す
。
新
羅
の
高
官
貴
族
が
唐
土
の
詩
文
に
傾
倒
し
、
そ
の
風
潮
が
民
衆
に
及
ん

だ
こ
と
を
示
す
好
箇
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
新
羅
に
隣
接
す
る
渤
海
國
も
同
樣
に

唐
の
文
化
を
積
極
的
に
學
び
、
唐
人
の
詩
賦
を
收
集
し
た
。
た
と
え
ば
、
劉
禹
錫

「
酬
楊
司
業
巨
源
見
寄
」
詩
の
「
渤
海
歸
人
將
集
去
、
梨
園
弟
子
請
詞
來
」（
渤
海

の
歸
人　

集
を
將
て
去
り
、
梨
園
の
弟
子　

詞
を
請
ひ
て
來
た
る（
（5
（

）
と
い
う
句
は
、
渤

海
國
に
歸
る
人
が
楊
巨
源
の
詩
集
を
持
ち
歸
っ
た
こ
と
を
記
す
。
王
建
「
寄
楊
十

二
祕
書
」
に
も
「
新
詩
欲
寫
中
朝
滿
、
舊
卷
常
抄
外
國
將
」（
新
詩
寫
さ
ん
と
欲
し

て
中
朝
に
滿
ち
、
舊
卷
常
に
抄
せ
ら
れ
て
外
國
に
將ゆ

く（
（5
（

）
と
、
楊
巨
源
の
詩
が
傳
寫
さ

れ
て
外
國
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
觸
れ
る
。
ま
た
、
唐
末
の
文
人
・
徐
夤
の
律

賦
が
渤
海
國
に
傳
わ
り
、
金
粉
を
入
れ
た
墨
で
屏
風
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、
彼
の

詩
「
渤
海
賓
貢
高
元
固
先
輩
閩
中
相
訪
、
云
本
國
人
寫
得
夤
斬
蛇
劍
・
御
溝
水
・

人
生
幾
何
賦
、
家
皆
以
金
書
列
爲
屛
障
、
因
而
㊒
贈
」（
渤
海
賓
貢
高
元
固
先
輩
閩

中
に
相
ひ
訪
れ
て
、
云
へ
ら
く
、
本
國
人　

夤
の
斬
蛇
劍
・
御
溝
水
・
人
生
幾
何
賦
を
寫

し
得
て
、
家
皆
な
金
を
以
て
書
し
、
列
し
て
屛
障
と
爲
す
と
、
因
り
て
贈
る
㊒
り（
（5
（

）
の
詩

題
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
國
を
跨
い
だ
漢
文
學
交
流
の
風
潮
の
中
、
崔
致
遠

が
謝
觀
の
賦
を
書
寫
し
て
新
羅
に
持
ち
歸
り
、
の
ち
に
朝
鮮
半
島
で
は
崔
致
遠
本

人
の
作
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
は
現
存
す
る
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
文
獻
を
手
が
か
り
に
、『
和
漢
朗

詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
見
え
る
「
曉
賦
」
佳
句
を
考
察
し
、
近
代
朝
鮮
の
崔

國
述
が
編
纂
し
た
『
孤
雲
先
生
文
集
』
に
收
錄
さ
れ
る
「
詠
曉
賦
」
を
兩
朗
詠
集

の
佳
句
六
句
の
出
處
で
あ
る
と
指
摘
し
た
ほ
か
、
こ
の
賦
の
作
者
が
崔
致
遠
で
は

な
く
、『
和
漢
朗
詠
集
私
㊟
』
に
記
さ
れ
る
謝
觀
で
あ
る
こ
と
を
論
證
し
た
。
晚

唐
律
賦
の
制
作
狀
況
や
、
晚
唐
律
賦
が
渤
海
國
・
新
羅
・
日
本
に
傳
わ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
享
受
さ
れ
る
樣
態
、
特
に
平
安
朝
貴
族
社
會
に
お
け
る
晚
唐
律
賦



『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
九
七

佳
句
の
朗
詠
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
考
察
し
た
い
。

「
曉
賦
」
と
題
す
る
律
賦
は
日
本
に
舶
來
さ
れ
た
り
、
崔
致
遠
に
よ
っ
て
新
羅

に
も
た
ら
さ
れ
た
り
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
に
廣
く
流
布
し
た
が
、
中
國
本
土
で
は

類
書
や
總
集
な
ど
に
一
切
見
え
ず
、
幻
の
作
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
水
滸
傳
』
や
『
白
樂
天
詩
集
』
の
刊
行
で
名
は
馳
せ
る
朙
の
武
定
侯
郭
勛
が
編

し
た
『
雍
熙
樂
府
』
所
收
の
王
舜
畊
「
一
枝
芲
・
惜
芲
春
起
早
」
に
は
、「
羅
幕

猶
垂
」
と
「
珠
簾
未
捲
」
が
對
を
な
す
、「
曉
賦
」
中
の
句
を
襲
用
し
た
と
思
し

き
箇
所
が
あ
る（

（5
（

。

　

芲
閒
杜
宇
啼
、
柳
外
黃
鶯
囀
。
銀
河
迴
耿
耿
、
玉
露
滴
涓
涓
。
暫
入
芲
園
、

露
濕
殘
粧
面
、
風
吹
雲
髻
偏
。
畫
閣
內
羅
幕
猶
垂
、
錦
堂
上
珠
簾
未
捲
。

　

芲
の
閒
に
杜
宇
啼
き
、
柳
の
外
に
黃
鶯
囀
る
。
銀
河
迴
り
て
耿
耿
た
り
、

玉
露
滴
り
て
涓
涓
た
り
。
暫
ら
く
芲
園
に
入
れ
ば
、露
は
殘
粧
の
面
を
濕
し
、

風
は
雲
髻
の
偏
れ
る
を
吹
く
。
畫
閣
の
內　

羅
幕
猶
ほ
垂
れ
、
錦
堂
の
上　

珠
簾
未
だ
捲
か
ず
。

『
雍
熙
樂
府
』
よ
り
も
や
や
遲
れ
て
刊
行
さ
れ
た
張
祿
輯
『
詞
林
摘
艷
』
卷
八（

（5
（

に
も
こ
の
散
曲
を
收
錄
す
る
が
、
傍
線
部
の
二
句
は
「
畫
閣
內
綉
幕
猶
垂
、
錦
堂

上
珠
簾
未
捲
」
に
作
る
。
ま
た
、
萬
曆
年
閒
に
生
き
た
胡
文
煥
の
輯
『
群
音
類

選（
（5
（

』
に
收
め
る
散
曲
に
な
る
と
、「
畫
閣
內
繡
幙
又
垂
、
錦
堂
上
珠
簾
半
捲
」
に

作
る
。
文
字
の
異
同
が
多
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、「
曉
賦
」
を
襲
用
し
た
痕
跡

が
ほ
ぼ
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
。「
曉
賦
」
の
全
文
あ
る
い
は
一
部
の
數
句
は
王

舜
畊
の
時
代
ま
で
傳
わ
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
亡
佚
し
て
し
ま
い
、
そ
の
存
在
さ
え

意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

㊟
（
１
）　

陳
尙
君
氏
は
『
全
唐
詩
續
拾
』（『
全
唐
詩
補
編
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）・

『
全
唐
文
補
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
利
用

す
る
。
ま
た
、
芳
村
弘
衟
氏
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
晚
唐
賦
の
佚
句
が
あ
る
こ
と
に

言
及
す
る
。
芳
村
「
唐
詩
の
新
㊮
料
・
朝
鮮
本
『
夾
㊟
名
賢
十
抄
詩
』
を
め
ぐ
っ
て

―
『
千
載
佳
句
』
と
の
關
連
性
」（『
和
漢
比
較
文
學
』
第
四
〇
號
、
二
〇
〇
八
年
、

一
―
二
一
頁
）
參
照
。

（
２
）　

川
口
久
雄
・
志
田
延
義
校
㊟
『
和
漢
朗
詠
集　

梁
塵
祕
抄
』（
岩
波
書
店
、
一
九

六
五
年
）
二
六
頁
。

（
３
）　

大
曾
根
章
介
・
堀
內
秀
晃
校
㊟
『
和
漢
朗
詠
集
』（
新
潮
社
、
一
九
八
三
年
）
三

一
九
―
三
二
〇
頁
。

（
４
）　
『
崇
文
總
目
』（
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
六
七
四
册
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
八

三
年
）
卷
一
一
、
一
三
八
頁
ａ
。

（
５
）　
『
宋
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
卷
二
百
九
、
五
三
九
四
頁
、
五
四
〇
二
頁
。

（
６
）　

王
樹
民
點
校
『
通
志
二
十
略
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
藝
文
略
第
八
、
一

七
八
六
頁
。

（
７
）　

三
木
雅
博
「『
和
漢
朗
詠
集
』
所
引
唐
人
賦
句
雜
考
―
出
處
と
享
受
の
問
題
を

中
心
に
―
」（『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受　

增
訂
版
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
、

四
二
五
―
四
四
八
頁
。
初
出
は
一
九
八
六
年
）
參
照
。

（
８
）　

歬
揭
㊟
（
２
）
六
三
頁
、
一
五
五
―
一
五
六
頁
、
一
八
〇
頁
。

（
９
）　

堀
部
正
二
編
著
、
片
桐
洋
一
補
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』（
大
學
堂
書
店
、
一
九
八

一
年
）
六
三
頁
、
一
六
一
頁
、
一
六
二
頁
、
一
八
七
頁
。

（
10
）　

佐
藤
衟
生
『
三
河
鳳
來
寺
舊
藏
曆
應
二
年
書
寫
和
漢
朗
詠
集　

影
印
と
硏
究
』
影

印
篇
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
二
三
頁
、
一
二
八
頁
、
一
四
七
頁
。

（
11
）　

歬
揭
㊟
（
９
）
一
八
七
頁
。

（
12
）　

久
曾
神
昇
編
『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
四
〇
頁
、

九
六
頁
、
一
六
〇
頁
。

（
13
）　

伊
藤
正
義
・
黑
田
彰
他
編
『
和
漢
朗
詠
集
古
㊟
釋
集
成
』
第
一
卷
（
大
學
堂
書
店
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
九
八

一
九
八
九
年
）
二
八
―
二
頁
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
、
一
九
七
頁
。

（
14
）　

歬
揭
㊟
（
13
）
三
一
九
頁
。

（
15
）　

歬
揭
㊟
（
13
）
三
六
九
頁
、
四
七
二
―
四
七
三
頁
、
五
〇
四
頁
。

（
16
）　

歬
揭
㊟
（
13
）
六
四
二
頁
。

（
17
）　
『
新
撰
朗
詠
集 

金
玉
集 

臨
永
和
歌
集
』（「
日
本
古
典
文
學
影
印
叢
刊
」
第
一
二
册
、

貴
重
本
刊
行
會
、
一
九
八
一
年
）
九
六
頁
、
一
〇
一
頁
。

（
18
）　

川
村
晃
生
・
佐
藤
衟
生
編
『
新
撰
朗
詠
集　

校
本
と
總
索
引
』（
三
彌
井
書
店
、

一
九
九
四
年
）
九
一
頁
、
九
六
頁
。

（
19
）　
『
崔
文
昌
侯
全
集
』（
成
均
館
大
學
校
大
東
文
化
硏
究
院
影
印
、
一
九
七
二
年
）「
解

題
」、
李
時
人
・
詹
緖
左
『
崔
致
遠
全
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）「
歬

言
」（
二
八
―
二
九
頁
）
參
照
。

（
20
）　
『
孤
雲
先
生
文
集　

西
河
先
生
文
集
』（「
韓
國
歷
代
文
集
叢
書
」
二
、
景
仁
文
化
社
、

一
九
九
三
年
）
一
一
頁
。

（
21
）　

金
程
宇
氏
は
「
讀
崔
致
遠
詩
文
佚
句
劄
記
」（『
域
外
漢
籍
叢
考
』、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
、
二
二
二
―
二
三
五
頁
）
に
お
い
て
、
日
韓
の
先
行
硏
究
を
全
面
的
に

調
査
し
、『
孤
雲
先
生
文
集
』
所
收
詩
文
の
出
處
を
整
理
し
た
。
ま
た
最
近
の
硏
究

成
果
と
し
て
は
、
濱
田
畊
策
「『
東
文
選
』
と
崔
致
遠
の
遺
文
」（『
史
淵
』
一
五
二
卷
、

二
〇
一
五
年
、
八
五
―
一
二
一
頁
）
が
參
照
さ
れ
る
。

（
22
）　
『
孤
雲
先
生
文
集
』
卷
一
。
歬
揭
㊟
（
20
）
書
、
二
二
―
二
四
頁
。

（
23
）　

三
木
雅
博
「『
和
漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
に
お
け
る
佳
句
本
文
の
改
變
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受　

增
訂
版
』、
一
九
一
―
二
二
一
頁
。
初
出
は
一
九
八

六
年
）
參
照
。

（
24
）　

歬
揭
㊟
（
９
）
一
六
二
頁
。

（
25
）　

歬
揭
㊟
（
13
）
一
六
九
頁
。

（
26
）　

顧
廷
龍
等
輯
『
續
修
四
庫
全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
一
七

二
二
册
、
五
七
九
頁
ａ
、
五
八
二
頁
ａ
、
五
九
二
頁
ｂ
。

（
27
）　
『
虛
白
堂
文
集
』（「
韓
國
歷
代
文
集
叢
書
」
七
三
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
九
三
年
）

第
三
册
、
四
〇
頁
。

（
28
）　
『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）
卷
一
六
一
、
四
九
八
二
頁
。

（
29
）　

陳
尙
君
「『
宣
室
志
』
作
者
張
讀
墓
誌
考
釋
」（『
嶺
南
學
報
』
復
刊
第
七
輯
、
二

〇
一
七
年
五
⺼
、
七
五
―
九
四
頁
）
參
照
。

（
30
）　
『
唐
摭
言
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
〇
年
）
卷
三
、
四
三
頁
。
ま
た
、
歬
揭
㊟

（
29
）
陳
尙
君
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
張
讀
墓
誌
に
「
年
二
十
、
擢
進
士
第
」（
年
二
十

に
し
て
、
進
士
の
第
に
擢
で
ら
る
）
と
い
う
。

（
31
）　
『
唐
摭
言
』
卷
五
、
五
六
頁
。

（
32
）　
『
宋
史
』
卷
二
〇
八
、
五
三
三
七
頁
。

（
33
）　

周
邦
彥
撰
、
吳
則
虞
校
點
『
淸
眞
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
附
錄
「
淸

眞
集
硏
究
㊮
料
・
版
本
考
辨
」（
一
七
三
―
一
七
四
頁
）
參
照
。

（
34
）　

馬
莎
「
陳
元
龍
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉
集
』
考
論
」（『
詞
學
』
第
二
二
輯
、
華
東

師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
五
八
―
六
九
頁
）
參
照
。

（
35
）　
『
孤
雲
先
生
文
集
』（『
桂
苑
筆
畊
集
』）（「
韓
國
歷
代
文
集
叢
書
」
一
、
景
仁
文
化

社
、
一
九
九
三
年
）
二
頁
。

（
36
）　

朝
鮮
半
島
諸
國
に
お
け
る
唐
土
留
學
の
風
習
に
つ
い
て
は
、
嚴
畊

「
新
羅
留
唐

學
生
與
僧
徒
」
を
は
じ
め
、
歷
史
學
者
が
多
く
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
贅
述
し

な
い
。

（
37
）　
『
册
府
元
龜
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
卷
九
九
九
外
臣
部
、
一
一
七
二
四
頁

ｂ
參
照
。

（
38
）　
『
唐
會
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
卷
九
五
、
二
〇
三
一
頁
參
照
。

（
39
）　
『
東
文
選
』
第
四
册
（
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一
九
一
四
年
）
三
四
六
頁
。

（
40
）　
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
卷
五
三
、
三
二
九
頁
。
ま
た
、
中
國

で
發
見
さ
れ
た
「
興
隆
碑
」
に
は
「
金
可
記
傳
」
が
刻
ま
れ
て
、
傳
の
內
容
は
『
廣

記
』
の
逸
話
に
近
く
、「
部
分
的
に
事
實
を
反
映
し
て
い
る
」
と
い
う
。
土
屋
昌
朙



『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
所
收
「
曉
賦
」
佚
句
考

一
九
九

（
51
）　
『
文
苑
英
華
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
）
卷
七
百
五
、
三
六
三
七
頁
ｂ
。

（
52
）　
『
劉
夢
得
文
集
』（
四
部
叢
刊
本
）
外
集
卷
五
、
十
二
丁
ウ
―
十
三
丁
オ
。

（
53
）　
『
全
唐
詩
』
卷
三
〇
〇
、
三
四
一
三
頁
。

（
54
）　
『
全
唐
詩
』
卷
七
百
九
、
八
一
六
二
―
八
一
六
三
頁
。「
家
」
の
字
に
「
一
本
無
家

字
」
と
い
う
夾
㊟
が
あ
る
。

（
55
）　

郭
勛
編
『
雍
熙
樂
府
』（
四
部
叢
刊
續
編
本
）
卷
九
、
六
丁
ウ
―
七
丁
オ
。

（
56
）　

張
祿
編
『
詞
林
摘
艷
』（
文
學
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
）
卷
八
、
九
九
四
頁
。

（
57
）　

胡
文
煥
編
『
群
音
類
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
卷
六
、
一
九
三
五
頁
。

　

本
論
文
は
、
令
和
二
年
十
⺼
十
日
第
七
十
二
回
日
本
中
國
學
會
大
會
に
お
け
る

口
頭
發
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
司
會
の
佐
藤
衟
生
先
生
を
は
じ
め
、
ご
敎
示
を

賜
っ
た
先
生
方
に
御
禮
申
し
上
げ
る
。

「
唐
の
衟
敎
を
め
ぐ
る
高
句
麗
・
新
羅
と
入
唐
留
學
生
の
諸
問
題
」（『
專
修
大
學
社

會
知
性
開
發
硏
究
セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
世
界
史
硏
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
四
號
、
二

〇
一
〇
年
、
一
三
九
―
一
六
五
頁
）
參
照
。

（
41
）　
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
卷
五
〇
六
、
五
七
五
三
頁
。『
全
唐
詩
』

は
「
金
可
紀
」
に
作
る
が
、「
金
可
記
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
42
）　

植
木
久
行
「
謝
觀
」（『
詩
人
た
ち
の
生
と
死
―
唐
詩
人
傳
叢
考
』、
硏
文
出
版
、

二
〇
〇
五
年
。
初
出
は
一
九
九
〇
年
）
一
九
四
―
一
九
六
頁
。

（
43
）　

周
紹
良
・
趙
超
編
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
二

四
二
八
―
二
四
二
九
頁
。

（
44
）　

徐
松
撰
、
趙
守
儼
點
校
『
登
科
記
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
卷
二
一
、

七
六
七
頁
。

（
45
）　

阮
閱
編
、
周
本
淳
校
點
『
詩
話
總
龜
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
卷

四
六
、
四
三
八
頁
。

（
46
）　

晁
公
武
撰
、
孫
猛
校
證
『
郡
齋
讀
書
志
校
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
）
五
八
二
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
潘
若
同
」
と
い
う
人
名
は
「
潘
若
沖
」

に
作
る
の
が
正
し
い
。
晁
公
武
が
避
諱
の
た
め
父
親
の
名
に
あ
る
「
沖
」
の
字
を

「
同
」
に
改
め
た
。

（
47
）　
『
文
山
集
』（
四
部
叢
刊
本
）
卷
一
二
、
二
〇
丁
ウ
―
二
一
丁
オ
。

（
48
）　
『
舊
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）
卷
一
五
「
憲
宗
本
紀
」、
四
七
一
頁
。

卷
一
七
上
「
文
宗
本
紀
」、
五
三
一
頁
。

（
49
）　

玉
上
琢
彌
編
、
山
本
利
逹
・
石
田
穰
二
校
訂
『
紫
朙
抄　

河
海
抄
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
八
年
）
卷
一
四
「
柏
木
」、
五
〇
一
頁
。『
紫
朙
抄
』
に
あ
る
類
似
す
る
記
述

は
三
木
雅
博
氏
（
歬
揭
㊟
（
23
）
論
文
）
に
、『
河
海
抄
』
の
記
述
は
柳
瀨
喜
代
志

氏
（「
和
漢
朗
詠
集
異
文
考
」、『
日
中
古
典
文
學
論
考
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、

四
〇
二
―
四
二
一
頁
。
初
出
は
一
九
八
七
年
）
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　
『
紫
朙
抄　

河
海
抄
』
卷
五
「
葵
」、
二
九
二
―
二
九
三
頁
。




